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今は 昔 物 語 

福 井 玉 夫 
かを巧ルお川區原师ニセ 

予が蜘蛛擧會の評議質たるを今の若き方々は或は訝り給ふならんも本誌1卷 
2號に誌し腫きつる「蜘蛛採集の思ひ出」を離み給はご嘗ての巧予が蜘蛛研究 
に熱‘じ、なりし次第を識りて必ずしもを巧違ひにあらざるを誌とせらる、なるベ 
し。中擧生の頃自ら日本む蜘蛛類圖說の編述を思ひ立ち圆と記載を作り一つ二 
つと增し巧くを樂しみとしたりしが中途にて挫キ斤し完がに至らずして止みぬ0 
此の曲を樽事•の方々に不圆物語りしに其〇圆說を見まほしと需めて止まず〇閣 
日舊底な撰りて测らずも其の內の2葉を見出しをり。餘のものは何處に行きし 
や今は知れず。2葉何れも四六倍判の用紙に表にをお及び部み鹽を描き裏面に 
細宇にて記載を施しあり。 No. 1(即ち Platel) とせるはふたすじお、かみぐ 
も （假 稱）としをるボ,!!村巧に據れぱキクダキドクグモ Lycosa pseudoannulata 
Kisliida ならんと云ふ。ホ抓). 2 (卽ち Pkte II)には < ろきばしろくもなる 
假稱を附したるが么も植村巧に據れば今日のハマキフクログモ Clubiona japo- 
nicola Boeseuberg et Strand なりと云ふ。五良に時致ならずとも化の古き圖を見 
るにつけ I 隐ひおだすは二十餘年，予にとりては 懷 しき欧鎮品なり。幹事のホ々 
より是非此の圖說を誌上に公にせよと迫らる、まい决して予の本意にはあらざ 
るも其の勸說にほだされ初春のお笑ひ寧として當時の歷の圖と記載とを褐ぐる 
こと、はなしぬ。戴る人其の'じ、して一途に咎め給ふ勿れ。 

No. 1 ふたすじお、かみぐも（假稱） 

擺津罰西成郁十=巧產（し巧•が.； 

を體沉謁をノ種こシテ背適ノ模攘上類霉爪卿絲辕器等ク、多み牠をナリ體島 2 — 2をを 
脚共化8 ~9巧頭胸部 J 、 腹部ョリ短ナレドモ倾廣ク S 厘許アリ》*體二毛チ密あシ唯眼，背 
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雨，毒ず，瓜クミをず缺ク巧々剛をチをかマ。 

顚部巧ハ黒をニシテ伽面ク、黃褐をナ9半圃狀夕呈シをチ密生シ巧ユ前西ぶ眼ノ巧園 
二長キ黑をニッテ光:縛ア，レ罔 y をチ粗をスおンド胸部卜同一こシデタジスコッツ側面二が 
テクピンタ，レチなテブントかラ，レ、ノミナリ幡凡0厘長サ凡ブ4歴上麵へ二をニッテを 
部ク、太ク且强グ黄白色チきッホ端ノ毒爪ハ赤禍をチ成ス下窥ィ、五節ニシテを體凡ブ2す 
基節ク、ホ黄を赃墙巧こ於テ白をチをズ某他^節モ皆をチ密化を端ソ節チノグイテ他ハ皆 
戴をノ燕をノ剛毛チ有ス雄ニアリデ^ホ端ぞがシ狀こ膨大シ生痛器チがス第二節ハ愚宴 
扁でナ9第 S 節最小第四第ぶ化レニみク•眼ハ八個颇巧娘最大お左,を侧眼之二みギ額眼ぶ 
前ぶ，ホ側販ハ殆ンド同大ニシテ額眼^凡五がノーナリ器褐をニ シテ兜、) 前を，ホ側暇ハ 
巧グを中二をホスを體卡、倒栋彩こが別シ左も後測眼ハ最モネ目雛ン颤巧贩ク、ヤ、ネ目接近 
シ額眼及を，ホ前贩ク、殆ソドー道線こ列ッ其兩柳眼ノ距雛ハ敵項贩ノお雛ヨリ短シ。 

胸部游ンド励おチ成シ中央こ絡こ一條ノ眞黑線を兩測こ太幸黃も淡チ窮シ尙販クを 
部二がデ S 條ノ淡镑黃涼チを义がシテ倚綠二於テ黑條チをン之卜平巧シテ黃もをチきス 
中央ノ構條卜緣ノ黃倏トノ詞 J 、 淡色こ-ンテを央邊ヨリ上滞二を十ク下部二下方二向デを 
ラをズ脚巧>、淡灰色長み白毛チ上下こ密をス殆ンド励巧さチ成シをサ凡ブ4歷幡吗厘チを 
ス技ハを體淡黃灰色ニジテをチ密生シ第屯節チノゾク外皆少おノ黑長馴をチ粗をス尙か 
シグ斑をチ呈ン節ノ據合黏ィ、ヤ、禮色チ成スチ常トス長サ第一第二第 S 對共をンド同良 
ニンテ各 2 .S ザ第四對，、最長こシテ化ッ4. 2 か二達ス巧ハニ個こシテ褐を先端銳シ。 

旌部大ニッデ大凡良サか五壓ホ八厘チ奠:ン圆ンあ墙こ至：リテか第こホマ，レ巧褐を 
ニシデ上巧こパ褐ををチをジ半をヨリ下面ぃ長今絹糸狀ノをチー面こ密あシ肺繁ノを所 
チみシグ聚面二表ス上面ノ模懷，、黄褐灰をノ蛇目狀ノ點チ四對疆あ-ンニ列こ列ビ後巧轄 
掛間ノ据離搂マン9然デ上方ニデ,、其中間二明瞭ナラザル條チ備フ綻錄器，、み個お方趁 
二排列シ大ナル者其四隅チ擁ス肢卜閒ををチ密生ス長サ凡け厘中5厘チ第ス小ナ，レ：#八 
夺央二をリ。 


No. 2 < ろきばしろ < も （假稱） 

を體黄白をノ種こシデ止覇，眼，爪，下類ノ外 J 、 皆同を多か濃をチナス巧ァリ長サみ 
タニが最モ廣车幅貫凡五厘足共全體凡四かぷ厘臀サ八普逆ナ V トス全體こ白をチ密生ン 
奪爪，暇，爪，胸がク、無をナリトス倚腹部ノ前端及上頸ュ>、黑をノ刚をチ粗啦义模慑トデ 

ク、別ニナ-ン〇 

頭部をク、體をョリ卡、濃色こシテおソド胸部卜區別ナシ微力こ橫面こかテ凹巧ァか 
爲ブレト知ラル幡凡ツ巧]厘託ナリ 上 顏ク、黑褐色ニシテ毒すい’、キ透巧ホをチ帶フ•大ニシデ 
上がョ9明こ前巧こ突おス白をチヤ、密生シ憲爪,、甚シヤ、不おおチナス下頭基節,、大 
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興.褐ををチをス下颈鬚ハおク黃 もを む毛チ密ホッーニミ節二燕跡 J をノ長*チ紐をス:£四 
節摄短.こ -V テ巧る:節婦平トナリテ下雨二$ニアリデハ馈襄ラ巧ス精液襄ク、黑褐をニシテ 
無をた端 こ 短カ ク尖ン•レ陰莖チおス。レモ 同 ジ黑褐をニシデホ瑞銳シ尙萊四節端二風を 
ノ剌チおス 眼'、 八個こシデ共ニヤ 、曲 V ,レニ線二並列シ颇巧眼愚大ニンテ梭左あ側暇モ 
おソド鬧大ニシテ額殿及左せ前側眼モ同乂こシブ前二對3リハヤ、小ナリト义黑をニツ 
デ前列ハ互二密接シ後列ハ置こ相離•レ贩ノ周圃ノ贩,、卡、長をチぞス尙前列卜を列ノ妪 
モ みナリ トス0 
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胸部類がニホギテ同クク'黃呂色お精励形チナス背面こ一箇ノ短窮縱綠チあスー面二 
粉狀ノ密をチ巧シ宛が课出た，レかシ後方二まダテ漸々三下,レ的巧ハ黃白を强 * 光澤チぞ 
シ無毛長績圆おナ V 肢ハ黃白を白毛チ密ホン墓節及第 " t 節チ除*テノ外ハ黑キ長測をラ 
劑ノかク數ネ粗をス第一對ノ滕ノ蝶節ハ顧サシ長サ凡ソ第一對ハーか八厘を二對，、二か 
ぶ厘需ミ對ィ、.ニタ第四對パニか女厘許-アリ爪ハ黑色二個チ有ス〇 

腹邵大二-ンテ同クク黃白色ャ、長倒卵おすナスを體白ををチ密をシ腹ノ半下廚ハ殊 
二密をス模機トデ’十ケンドモ背面前方ニヤ、遇を ノ 判明もザ,レ太ネ縱線チをン半バマ 
デ至ラズツデ消ュ凡一か二厘憾化プで厘チ黨ス統な器 J 、 六箇巧巧简ィ、おニンテ四隅二お 
シ小二個ク、中央二隱ンテがヨ V を王ブ黃もをニツデを體さ*密韦:チをシ大ニシデ凡ソ長 
サニ厘幅 A をう黨シ外面3 V 腹部ノ外こ焚出ンタンバ龍グ巧尤〇 

扫目巧四十二年十二月 一 B 攝津國西成郡十 S 巧ノ ±中產ニョ，レ巧$こヨリテ檢を記戴ソ 

夕 y 〇 


「パラオ島の蜘蛛二種に就て」の記事訂正 

恤 が 利 夫 

予ゴ本誌 Vol. 】• No. ん PP . 146-147 r： 「パラ寸烏の顿蛛二裸に就て」と麵 L 一 C 离猜 
敬 3 氏採集の - 4巧 i 巧 ) e reticulata t Leumuge sp. に就てお表しでわいす: が ，—：! にの中後をの 
習性に就て 

厂高橋氏のも話では化む蜘蛛は向ふでは家の中へ農入して來て書伽の i 巧等へ澤 
出糸を張り廻して齒るさうで，これはコガネグモ屬の種類としては寧ろす思議 
な習性である 〇」 

主述べわ部かがわろ〇巧が其の'後寫馈巧の御ホ愚:を》をけてまことにホ譯ないことブゎし 
す：と思つすこか第でもろが，これ!エをくチの閒違ひで，地の娜珠;エを然この襟む習性な；か 
じ記す話と混同してなす U のでわつた'、とが解つわからこ、に訂作し了探集を高梳巧が 
に謂を諸巧にお託がずる〇巧の話とは即ちホの通りでわろ。 

本の带表紙とか本の間とかに入つて來て巢を造るのは（巧地でもなられるも 
のと同種か否かは解らぬが）彼©ちあな蜘蛛狩をする寄を蜂の一種で，前記の 
樣な場所に泥の巢を營み其の中に L た ucau が呼. を潭山入れてゐるのである。 
其の一つの泥の巢の中には蜘蛛が五六西入れられており，調燕しを結巧蜘蛛は 
巢のやでは半殺しの狀態にされてねたとの事である。 

不可解と思つて&た Leucauge sp. の習なの設事が誤りでわつすこ：：とが解つす：と同購に 
义寄生錄にがての新 L い事あグゎかろことが曲來て非常*こ摆しく思ん。窩橋敬ミ巧が謝 
の愈 4 •表する 〇 (昭祇トニ 年三月 十日 副 D 



